
<目指す児童像>

　　　　　　　　　　　　

　上記に示したキーワードを手がかりに、今年１年間の教育活動を進めていきたいと考えています。これからの
社会を創っていく子供たちのために、ご家庭のご理解やご支援もいただきながら進めてまいりたいと考えており
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　特に、「自分で」判断・決定して動けること（スマホやゲームとのかかわり、家庭学習への取組、友達との人
間関係づくりなど）は、これからの時代を生きる社会人にとって不可欠の力だと思いますので、その力を身に付
けさせるために、今必要なことはどのようなことなのかを、共に考えていっていただけたらと思います。
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本校教育目標

校訓 正直　　勤勉　　協和

自らつなぐ、みんなでつながる　みどりおかっ子

　　～知のつなぎ合い、心のつなぎ合い、命のつなぎ合い～

【協和】　仲間と目標を共有し、心を合わせて活動する子

【勤勉】　自己を振り返り、やるべきことに一生懸命取り組む子

【正直】　自分で考え正しく判断し、自ら動き出せる子

令和５年度がスタートしました １年間よろしくお願いいたします

４月６日、真剣な表情で話を聞く２～６年生の姿とともに、

令和５年度が始まりました。新任式では15名の先生方をお迎

えしました。それぞれの先生方からのお話を、目を輝かせな

がら聞いている子供たちのまなざしが、とても印象的でした。

続いて行われた始業式では、担任発表や教科書授与が行わ

れました。久しぶりの体育館での担任発表に、どのように喜

んでよいのか戸惑う様子を見せながらも、これから始まる新学年での生活に期待を

膨らませながら一生懸命に耳を傾けていました。校長先生からは「自分からあいさ

つが言える子」になってほしいという話がありました。あいさつは、人と人とをつ

なぐ魔法の言葉であること、特に「ありがとう」の言葉を、家族や地域の人に言っ

てほしいというお話でした。また、４月からマスクを外して生活できますというお

話もありました。ただし、外すことに不安のある人もいると思うので、自分で考え

て判断したり、家族の人と話し合ったりして決めてくださいとの補足がありました。

新型コロナウイルス感染症の流行への対応は、引き続き続けておりますが、学校

生活は以前と同様に行えるようになってきました。学校生活が、子供たちの心に残

るものとなるように、教職員一丸となって教育活動を推進してまいります。ご家庭

におかれましても、様々な不安やご負担の中での生活を送られていることと思いま

すが、今年度も引き続き、子供たちの心と体の健やかな成長を支えてくださいます

ようお願いいたします。

正しく判断し、自ら動き出す子

一生懸命取り組む子

仲間と心合わせて活動する子


